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H23年8月 小型解体フライス盤周り集塵機設置及びフライス盤の囲い込み本設

H23年8月 解体室空調改善(室温低下）

H22年8月 エポキシ系塗床の再塗装

H22年3月 小型解体フライス盤の仮設囲い込み

H22年4月 小型解体フライス盤周り仮設高性能集塵機設置

H21年8月 夏期定検 小型解体室、大型解体室の発生源周辺への活性炭吸着装置設置

H22年8月 定期点検時の徹底的清掃と除染の実施

３．作業環境測定結果 

（1) ＰＣＢ濃度 

作業従事者のＰＣＢ暴露防止のため、労働安全衛生法特定化学物質障害予防規則(法定測定)

に基づき、大型解体室と小型解体室の作業環境中のＰＣＢ濃度の測定を毎年度２回実施（状況

に応じて追加測定を実施）しています。また、同等の管理が必要として受入検査室、抜油室、

ＶＴＲ処理室等を自主測定として同様に測定を実施しています。その測定結果は（表－１４）に

示すように、全室とも許容濃度 0.01 ㎎/㎥以下となっています。大型解体室と小型解体室の測

定結果の経年変化を（図－２）に示しています。両室の労働安全衛生法作業環境評価基準に基づ

く評価結果は、大型解体室、小型解体室共に第２管理区分でした。 

また、作業環境中ＰＣＢ濃度の低減のための対策を実施したことによって僅かではあります

が低減傾向にあります。 

 
図－２ 作業環境中ＰＣＢ濃度の経時変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2) ダイオキシン類濃度 

管理区域レベル３の大型解体室と小型解体室の作業環境中のダイオキシン類濃度の測定の結

果は（図－３）及び（表－１４）に示すとおりです。両解体室とも管理値（2.5pg-TEQ/ｍ３）を超

えていますが、平成 25年 12 月以降、比較的安定した濃度を維持しています。 

 
図－３ 作業環境中ダイオキシン類濃度の経時変化 

 

 

 

 

 

  




